神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例整備基準の見直しについて
１　これまでの経過
	平成26年11月
～平成27年８月
	条例施行後５年を経過した「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」（以下「条例」という。）について、条例見直し検討会議を４回開催し、「神奈川県条例の見直しに関する要綱」に基づく見直し作業を実施

	平成27年９月
	条例の見直しの結果は「改正・廃止の必要はないが、運用の改善等を検討する」と整理され、社会状況の変化を踏まえ、規則で定める整備基準等について見直しを検討するとの結論

	平成28年３月～11月
	条例整備基準見直し検討会議を４回開催


２　見直しの視点及び目的
利用者に対し合理的配慮を欠いていないか、事業者に対し過度な負担を課していな
いかなど利用者及び事業者双方へ配慮しつつ、整備基準に適合する公共的施設の整備を促進し、利用者の利便性を高める。

３　見直し内容（案）
 (1)　整備基準の内容
ア　便所
オストメイト対応の設備である「障害者等が円滑に利用することができる構造の水洗器具」について、保育所等の確保を促進する旨の平成28年６月２日付国土交通省住宅局建築指導課長通知の趣旨を踏まえ、幼稚園及び保育所は除くものとする。
イ　視覚障害者の安全かつ円滑な利用に必要な設備
　　公共的施設の整備における視覚障害者誘導用ブロックの敷設（音声誘導設備も含む。）について、道路等から施設建物内の案内所までの経路のうち、建物出入口から案内所までの区間は、小規模な建築物（200㎡未満）であって、案内所の職員等から建物出入口が容易に視認でき、職員等による誘導がある場合は除くものとする。
(2)　整備基準の運用
　整備基準の適合状況等の情報を公表する旨の条項を規則に加えた上で、次の事項
に係る施設名等を県ホームページに掲載する。
ア　適合施設等
整備基準を満たす公共的施設及びこれに準ずる公共的施設
イ　みんなのトイレ
車いす使用者をはじめ、だれもが利用しやすい「みんなのトイレ」に係る整備基準を満たす便所
４　今後のスケジュール
平成28年12月　　　規則改正案に対するパブリック・コメントを実施
～平成29年１月
３月　 改正規則の公布
10月　 改正規則の施行
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